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京 丹 後 市 

 

京丹後市は、「ＳＤＧｓ未来都市」に選定されたことを受け、より多くの市民、団体、

企業等の皆さんと共に、ＳＤＧｓの達成に向けた取組を進めていくため、本市におけるＳ

ＤＧｓ推進のシンボルとなるオリジナルロゴマークを作成しました。 

ロゴマークの作成に当たっては、すべての人が幸せを実感できる「誰ひとり置き去り

にされない」社会の実現に向けた理念を表したものとするため、市内障害福祉サービス事

業所の利用者や外国人市民の皆さんの参加のもとにワークショップを開催し、ロゴマーク

の原案となる作品づくりに取り組みました。 

この原案について、このほど、小学生、中学生、高校生による投票を実施し、京丹後

版SDGｓ公式ロゴマークを決定しましたのでお知らせします。 

 

記 

 

１．決定したロゴマーク 
本市の地域資源をモチーフとしたロゴマークの原案19案の中から、小中高生による投

票結果をもとに７つを選定。 

※７つとした理由…京丹後市６町の多様性と統合を象徴するものとするため（６つ＋1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道資料 

. 

京丹後版ＳＤＧｓ公式ロゴマークが決定！ 
～ ＳＤＧｓ未来都市 京丹後市のシンボルに ～ 

郷土料理「丹後ばら寿司」 全国的に高い評価を受ける 

「丹後コシヒカリ」と「フルーツ」 

創業300年の歴史を誇る 

「丹後ちりめん」 

「海の京都」と「ジオパーク」 「自然とまちの調和」 
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２．経  過 

（1）ロゴマーク作成ワークショップ 

日   程 実施団体等 参加者数 

令和３年10月12日 
社会福祉法人よさのうみ福祉会 

障害児（者）多機能型生活支援センターろむ 
約13人 

10月15日 社会福祉法人久美の浜福祉会 かがやきの杜 約45人 

10月27日 社会福祉法人あみの福祉会 桃山の里 約15人 

10月28日 京丹後市国際交流協会（外国人市民対象） 約14人 

合   計   約87人 

 

 

 

 

 

 

 

（2）投票の実施 

対 象 者：①市立小学校17校の３～６年生 1,564人 

②市立中学校６校の１～３年生 1,322人 

③市内府立高校３校の１・２年生    753人 

実施方法：５分野の中から、各分野１案ずつ、合計５案に投票 

実施期間：令和４年３月８日（火）～３月22日（火） 

投票者数：862人 

 

３．活用方法 

ロゴマークについては、今後、市が実施する SDGs の普及啓発事業に活用していくほ

か、SDGｓへの理解の浸透を図るため、市民や団体、企業の皆さんにも、様々な利用シ

ーンに応じて使用していただけるよう呼び掛けていくこととしています。 

※利用の際は政策企画課へ申請書を提出。（５月中に受付開始予定） 

 

 

 
【問い合わせ先】 

京丹後市市長公室政策企画課 

電話：０７７２−６９−０１２０ 

ロゴマーク作成ワークショップの様子 



【投票結果概要】

１ 対 象
（１）市立小学校17校の３～６年生 1,564人
（２）市立中学校６校の１～３年生 1,322人
（３）市内府立高校３校の１・２年生 753人

合計3,639人

２ 実施期間
令和3年3月8日（火）～3月22日（火）
３ 投票者数
862人（投票率23.68％）

得票数 480 得票数 382

採
用

得票数 311

採
用

得票数 551 得票数 123 得票数 62 得票数 65 得票数 86 得票数 305 得票数 221

採
用

採
用

【分野１】丹後ばら寿司 【分野２】丹後コシヒカリとフルーツ

得票数 452 得票数 225 得票数 185 得票数 402

採
用

得票数 114 得票数 54 得票数 75 得票数 111 得票数 106

採
用

採
用

【分野３】丹後ちりめん 【分野４】「海の京都」と「ジオパーク」

【分野５】自然とまちの調和

障害福祉サービス事業所等でのワークショップを通じて、京丹後市の地域資源をモチーフとしたロゴマークの原案として５分野の19作品を作成。
小中高生から各分野１案ずつ、合計５案に投票してもらい、各分野ごとに得票数の多かったデザインを採用。
※デザイン案の多い【分野２】、【分野４】については、得票数に応じて２案を採用した。

京丹後版SDGｓ公式ロゴマークの投票結果について 参考資料1



京丹後版SDGｓ公式ロゴマーク作成ワークショップの様子 参考資料2

ワークショップでは、「京丹後市と聞いて思い浮かんだ風景」を描いたり、色と色を組み合わせて「自分だけの色」を作ったり、
グループになって一枚の紙に自由に線や模様を描いたりしてロゴマークの原案となる作品づくりに取り組んだ。


